
 

 

 

 

藤沢市公立学校教職員バレーボール 決勝大会
優勝 男子湘南台小、昨年の3位からの躍進！ 女子六会小 2年ぶりの優勝！ 

2017 年度藤沢市公立学校教職員バレーボール大会（主催：藤沢市教委 主管：湘南教組）の予選が８月

30日（水）に開催されました。その予選を勝ち上がった女子８チーム、男子１２チームにより、９月２日（土）

に秋葉台文化体育館にて決勝大会が行われ、見応えのある素晴らしい試合が繰り広げられました。 

☆運営委員の皆さん、各会場校の皆さん、試合や抽選会の運営にご協力を頂きありがとうございました☆ 

【女子の部】昨年のベスト４のうち、予選を勝ち抜いたのは、六会小のみという波乱の幕開け。決

勝大会では、六会小は順当に予選リーグを勝ち抜き、大鋸小は激戦の末、高谷小を接戦で破り、決勝へと駒を

進めました。３位に入ったのは、白浜養護と高谷小でした。それぞれ、昨年

の優勝校・鵠洋小、３位・明治小を予選で破って勝ち上がってきました。 

決勝戦 六会小vs大鋸小 

女子においては、一昨年優勝、昨年準優勝という強豪・六会小と今まで予選リーグで涙をのんできた大鋸小。

六会小は、確実にセッターに返し、エースにあげるというタイプのチーム。大鋸小は、中線がセッターにあげ、

センターから攻撃するというタイプのチーム。決勝戦は、異なるタイプのチームの対戦となった。 

試合は１セット目序盤、六会小は１３番のサーブが気持ちいいように決まり１１－３と大差でリード。しか

し、大鋸小もサーブや７番のアタックが決まりだし１６―１６と同点に追いついた。その後、大鋸小１７－１

８と逆転するも、六会小の１３番のスパイクを止めきれず、六会小が２１―１９と１セット目をとった。 

２セット目は六会小１３番のサーブから試合がスタート。１セット目同様、７点奪取し、一気に流れを引き

寄せた。しかし、大鋸小はセンター、レフト、ライトからのスパイクと多彩な攻撃により、８―１０と逆転。

その後、一進一退を繰り返しながら、１０－１３と大鋸小のリード。ここから六会小は３点をとり、１３－１

３の同点に追いついた。しかし、大鋸小も７番のスパイクを中心に３点とり、１３―１６とリードを広げる。

ここで、六会小はタイムアウト。このタイムアウトで流れを呼び込み、１９―１７と逆転に成功。大鋸小もタ

イムアウトをとるが、時すでに遅し。六会小は１３番のスパイクを立て続けに決め、２１―１８で押し切り、

優勝が決まった。 
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○六会小 VS 大鋸小 

２１  －  １９  

  ２１  －   １８  

優勝 六会小学校 

 大規模校の六会小の強みであるチームワークの良さでつかめた優勝でした。バレーの経験の有無や年齢、

性別関係なく、教え合ったり、フォローしあったりしたことがチームの成長につながったと思います。 

 一緒に練習してくださった男子チーム、心強い応援団のみなさん、対戦校のみなさまに感謝の気持ちで

いっぱいです。湘南大会でも「最高六会」で優勝を目指します。    キャプテン 服部 紗季 さん 



３位 白浜養護学校 

 白浜はこれまで 2部リーグに出場し、職員や他
校との親睦を深めてきました。そんな中「１部リ
ーグにも出場してみたい・・・！」の声が聞こえ
始め、意を決して今年度の 1部リーグ初の出場。
そして予選大会から始まり、あれよあれよという
間に駒が進み、皆、興奮冷めやらぬままに決勝大
会を迎えました。 
 秋葉台のアリーナでのゲームは気持ちいいもの
です！！駆けつけて下さった応援の方々、監督に
見守られ、味わったことのない緊張感の中で選手
の誰もが自分の力を出しきってプレーが出来まし
た。また普段なかなか交流の機会のない他校の
方々と時間を共にでき、有意義な 1日となりまし
た。運営の方々には感謝申し上げます。ありがと
うございました。湘南大会、頑張ってきます！！ 

キャプテン 早川 美佳子 さん 

 

準優勝 大鋸小学校 

 「みんなで楽しくバレーをする」が、今年の

大鋸のテーマです。そのテーマを胸に、全員で

一丸となってプレーすることができました。そ

れが準優勝という結果につながり、喜びもひと

しおです。応援の方々にも感謝です。湘南大会

でも笑顔を忘れず、大鋸のバレーをしていきた

いと思います。 

 最後になりますが、競技役員の皆さま、あり

がとうございました。 

キャプテン 平野 芹萌 さん 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３位 高谷小学校 

 めざせ秋葉台。そして湘南大会へ！と意気込んで

いた高谷小女子チーム。決勝大会では昨年以上にい

い成績を残すことができました。女子のメンバーが

少ない中、大会に向けて一人ひとりが自分の役割を

果たし、助け合い、声をかけ合いながら練習した成

果が十分に発揮できたと思っています。 

 応援してくださった方々にも感謝の気持ちでい

っぱいです。これからも男女共にチーム高谷として

バレーだけでなく職場でも力を発揮できるよう精

進していきたいです。 

キャプテン 野中 友里 さん 

 

 

 

 

 

 



優勝 湘南台小学校 

 昨年度は、準決勝で滝の沢中に負けたことから、１年間悔しい思いをもって 

練習にとりくんできました。今大会では、忙しい時期でも練習を行い、少しで 

もボールに触れてきたことから、一人ひとりが自信をもって試合に臨むことが 

できました。開会式が始まると、「キャプテンとして何ができるだろう。」 

「みんなが楽しめるためにはどうやって盛り上げていこうか。」と考えるにつれ、 

とても緊張していました。予選会では、対戦したチームも強く、点数をたくさん取られてしまい、負

けの文字が浮かんできた時もありました。練習したことがなかなか生かせず、苦しい戦いが続きまし

た。しかし、それでもみんなが一生懸命にボールを落とさず、つないだ結果が運も引き寄せ、今回優

勝できたと思います。また、多くの教職員と親睦を深めることができて、よりよい時間となりました。

湘南大会に向けて細かな修正をしてチーム力を高めていき、藤沢市の代表として恥じないようにがん

ばってきます。 

キャプテン 川添 俊雄 さん 

 

○滝の沢中 VS 湘南台小  

１６   －  ２１ 

  ２１   －  １８ 

   ８   －  １５ 

 

 

【男子の部】   湘南台小、昨年度の雪辱晴らし、V 

今年のベスト４は、滝の沢中、御所見小、大鋸小、湘南台小という顔ぶれ。全校が昨年度、秋葉台で戦った

面々となりました。特に大鋸小、湘南台小は昨年度、滝の沢中に敗れています。滝の沢中の 2 連覇か？それ

とも昨年度の雪辱を晴らすのか？波乱の決勝トーナメントとなりました。 

準決勝では、滝の沢中が御所見小を２－０、湘南台小が大鋸小を２－０で下し、決勝で顔を合わせました。 

決勝戦 滝の沢中 VS湘南台小 

滝の沢中は、11 番の正確なレシーブから左右の多彩な攻撃につなげる

スタイル。湘南台小は、レフトのエース 1番に全員でボールを集め、攻撃

していくスタイル。異なるタイプのチームの対戦となった。 

1セット目。滝の沢中のサービスエースで幕が上がった。そのまま滝の沢中のペースで行くかと思いきや滝

の沢中のサーブミスから湘南台小 7 番のサーブになり、一気に 8連続得点で、３－１０。その後は一進一退

の攻防を繰り広げた。滝の沢中の 3番 7番がスパイクを次々と決めるのに対し、湘南台小は要所で 1番のエ

ースが豪快なスパイクを決め、滝の沢中に流れを与えない。結局序盤のサーブでのリードが決め手となり、1

セット目は、１６―２１で湘南台小が先取した。 

２セット目。滝の沢中の７番のサーブが決まり連続ポイント。かたや湘南台小も１１番のサーブが連続して

決まり、序盤は６－７とお互いに主導権を渡さなかった。そんな中、滝の沢中のブロックがとうとう湘南台小

のエースのスパイクを捕らえ、初のブロックポイントとなる。ここから流れは滝の沢中に向かい、２セット目

は、２１－１８で、滝の沢中が巻き返した。 

運命の３セット目。１番手の湘南台小の１１番のサーブが相手のレシーブを崩し、１番のスパイクが連続し

て決まり、いきなり０－５。たまらず滝の沢中がタイムアウト。滝の沢中の７番のスパイクが決まり、巻き返

しを図るが、湘南台小のピンチサーバーがポイントを決め、流れは再び湘南台小へ。そのまま６ポイント連取

し、８－１５でゲームセット。昨年度の雪辱を晴らし、優勝は湘南台小に決まった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

準優勝 滝の沢中学校 

 今年もさらに若手が増え、決勝大会にはたくさん

の職員が集まることができました。２連覇を逃した

のは残念でしたが、コート、ベンチともに大いに盛

り上がり、２日間を無事に終えることができまし

た。決勝大会の長い１日を支えていただいた皆様、

対戦校の皆様、本当にありがとうございました。湘

南大会もがんばります。 

 

        キャプテン 根岸 澄朗 さん 

 

                                    

第３位 大鋸小学校 

  

今年度は本番までの練習や練習 

試合で全員そろうことが一度もな 

かったので、どこまで勝てるか不 

安でした。 

 予選では、その不安がなくなるほどのチームワー

クで勝ち進めました。決勝大会でも、チーム大鋸の

つなぐバレーができ、チーム一丸となれました。決

勝大会は、厳しい試合が続きましたが、応援に来て

下さった方々の声援が力となりました。 

 応援、運営に携わって下さった方々、本当にあり

がとうございました。 

キャプテン 木村 智史 さん 

 

第３位 御所見小学校 

  

はじめに、運営に携わってくだ 

さった方々、サポートしてくださ 

った職場の皆様、ありがとうござ 

いました。 

 今年は藤沢の頂点を目指して、練習 

に励んできました。練習や試合を重ねるごとにチー

ムの士気と団結力も高まってきました。しかし、準

決勝の壁は高く、３位で終わってしまいました。来

年こそ優勝します。 

 

キャプテン 石原 勇弥 さん 

 

 


